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1.はじめに

1)本書の特色

本書ではACS_ﾚﾃﾞｨｽ(ｾｯﾄｲﾝ)ﾎﾞﾃﾞｨから、3Dﾒﾆｭｰ[ﾎﾞﾃﾞｨのﾊﾟﾀｰﾝ展開]で作成した

「原型」を使用します。これは、工業用ﾎﾞﾃﾞｨからﾄﾞﾚｰﾋﾟﾝｸﾞで作成する「立体

原型」と同義です。ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝは、原型を平面操作で切り開く「ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷ

ﾝｸﾞ」方法を採用し、作成したﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝの品質確認、修正を、3Dの「ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄ

ﾜﾙﾁｪｯｸ」で行う画期的なｱﾊﾟﾚﾙCADﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞｼｽﾃﾑを紹介しています。

2)実習し易い教材

詳細な図解で丁寧な解説、初心者にとって解りやすい技術書を心掛けました。

PDF技術書をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたら直ぐに実習できるように、同梱されている①ACS_ﾚ

ﾃﾞｨｽ(ｾｯﾄｲﾝ)からﾎﾞﾃﾞｨのﾊﾟﾀｰﾝ展開で作成したｼﾞｬｹｯﾄ立体原型、②ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝ

ｸﾞで作成したBar Jacketの完成ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝとﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ3Dﾃﾞｰﾀを使用・確認し

て、ｱﾊﾟﾚﾙCADﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞの学習ができます。

3)ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ3D作成方法を重点解説

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ作成ﾌﾟﾛｾｽを(1)線情報設定、(2)配置設定、(3)PMﾌﾟﾘﾌｫｰﾑ設定の3工程

に分け詳細な図解で重点解説、初心者でもﾄﾜﾙの3D作成が容易にできる内容です。

3

①配置されたﾊﾟｰﾂ ②半身ﾊﾟｰﾂ縫合 ➂ﾐﾗｰにﾁｪｯｸを入れて
全身ﾊﾟｰﾂ縫合
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4)本書に同梱されている「ACS_ﾚﾃﾞｨｽ(ｾｯﾄｲﾝ)原型」について
本書では、以下の方法で作成した原型を使用する。

(1)ACS_ﾚﾃﾞｨｽ(ｾｯﾄｲﾝ)ﾎﾞﾃﾞｨを、3Dﾒﾆｭｰ[ﾎﾞﾃﾞｨのﾊﾟﾀｰﾝ展開]で、ﾊﾟﾀｰﾝ展開する。

【図１】デフォルトで設定されている３Ｄボデイの面分割(１２面)を確認し、

3Dメニュー[ボデイのパターン展開]をｸﾘｯｸする。

(2)平面展開したﾊﾟｰﾂを、使い易いように統合して前後身頃ﾊﾟﾀｰﾝにする。

【図２】①１２パーツに平面展開し、②前後身頃パーツに統合する。

【図2】

【図1】

① ②



①幅出し前 ②

➂幅出し後

(4)完成したﾄﾙｿｰ原型(幅ゆるみ無し)を40ｍｍ幅出ししてｼﾞｬｹｯﾄ原型にする

【図7】①ｾﾝﾀｰ(中心)ﾀﾞｰﾂｳｴｽﾄ線交点より脇側へ５mm位置から垂線をそれぞ

れひき、第四ﾉｯﾁ、第二ﾉｯﾁにつなげる。前後中心線から25ｍｍ、脇線から5ｍ

ｍ平行線をひき身頃切り開き線とする。袖脇線に５mm平行線、第四、第二ﾉｯ

ﾁから垂線をひき、第四ﾉｯﾁと第二ﾉｯﾁを凹線で結び袖切り開き線とする。②開

き幅表の切り開き数値で、➂平行に幅出しをする。

【図8】
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(5)幅出ししたｼﾞｬｹｯﾄ原型ﾊﾟﾀｰﾝを確認し、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸする

【図8】①身頃袖ぐり線と袖の目のﾏｯﾁﾝｸﾞを確認する。②完成したｼﾞｬｹｯﾄ原型

ﾊﾟﾀｰﾝ、➂図6➂幅出し前のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙと比較し、40mmの幅出し分を確認する。

【図8】

① ②

➂幅出しｼﾞｬｹｯﾄ原型のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸ
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【図42】 ①回転中心をｸﾘｯｸ、②固定位置をｸﾘｯｸ、➂Enterｷｰを２回押す、④後

身頃が完成。⑤Ctrlと2[等分線]２等分で、⑥肩ﾀﾞｰﾂ右線と左線をｸﾘｯｸ、⑦

Enterｷｰを押す、⑧I[線の延長・短縮]で、等分線基点を移動元にｸﾘｯｸ、⑨ﾊﾞｽﾄ

線を目標線にｸﾘｯｸ、延長し、⑩W[相似]1点で、⑪右ﾀﾞｰﾂ線基点を移動元でｸﾘｯ

ｸ、⑫ﾊﾞｽﾄ線交点を移動先でｸﾘｯｸして移動、⑬左ﾀﾞｰﾂ線基点を移動元でｸﾘｯｸ、

⑭右ﾀﾞｰﾂ基点を移動先でｸﾘｯｸする。⑮E[消しゴム]で、等分線をｸﾘｯｸして消す。

【図42】

① ② ➂ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮

ｸﾘｯｸ

ｸﾘｯｸ

後身頃

ｸﾘｯｸ

ｸﾘｯｸ

ﾊﾞｽﾄ線
まで延長

ﾊﾞｽﾄ線

前身頃

5

ｸﾘｯｸ

ｸﾘｯｸ

ｸﾘｯｸ ｸﾘｯｸ



130

【図60】 ①袖ﾊﾟﾀｰﾝのⓐを身頃ｶﾏ底ﾉｯﾁ(青●印)ⓑに突き合わせ、回転中心として

袖の第一ﾉｯﾁと第三ﾉｯﾁを結んだ線が身頃の第一のﾉｯﾁと第三ﾉｯﾁを結んだ線に一致

するまで袖ﾊﾟﾀｰﾝを左回転して袖付けﾏｯﾁﾝｸﾞを確認する。②袖のいせ込み配分を

計測し確認する。➂ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸをする。

【図60】

① ②袖ぐり線と袖山線の ➂
いせ込み分(参考寸法)



【図69】 ①L[直線]で、②袖口線左側基点をｸﾘｯｸ、➂袖の目左角をｸﾘｯｸ、④交点

15mmで、肘線をｸﾘｯｸ、⑤袖口線基点をｸﾘｯｸ、⑥袖の目をｸﾘｯｸ、⑦肘線交点をｸﾘｯ

ｸ、⑧E[消しゴム]で、不要な垂線、直線をｸﾘｯｸして消し、I[線の延長・短縮]で、

Shiftｷｰを押しながら、袖幅線、肘線基点をｸﾘｯｸ、⑨目標線を後ｼﾙｴｯﾄ線でｸﾘｯｸす

る。

【図69】
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【図76】 ①図75のﾊﾟﾀｰﾝを使用してﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸをする。

【図76】



① ② ➂

④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑩

(6)ﾃｰﾗｰﾄﾞ襟を作成し、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙから襟とﾗﾍﾟﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ線の修正をする

【図77】 ①ShiftとW[相似]２点で、②後襟ぐり線をｸﾘｯｸ、Enterｷｰを押し、➂襟

ぐり線当てはめ元１点目をｸﾘｯｸ、２点目をｸﾘｯｸ、④当てはめ先１点目を後中心線

基点から３mmでｸﾘｯｸ、当てはめ先２点目を肩線基点から10mmでｸﾘｯｸ、⑤後襟

ぐり線が移動する。 ⑥前襟ぐり線をｸﾘｯｸ、Enterｷｰを押し、⑦襟ぐり線当てはめ

元１点目をｸﾘｯｸ、２点目をｸﾘｯｸ、⑧当てはめ先１点目を前中心線基点から３mm

でｸﾘｯｸ、当てはめ先２点目を肩線基点から10mmでｸﾘｯｸ、⑨前襟ぐり線が移動す

る。⑩Z[角延長･ｶｯﾄ]でｸﾘｯｸ、ｸﾘｯｸして前後ｻｲﾄﾞﾈｯｸﾎﾟｲﾝﾄの角つくりをする。

【図77】
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【図96】 ①完成したBar Jacketﾊﾟﾀｰﾝ(釦と腰ﾌﾗｯﾌﾟﾎﾟｹｯﾄを除く)で②ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ

ﾁｪｯｸする。

【図96】

①

②



【図112】 完成したBar Jacket半身ﾊﾟﾀｰﾝでﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｸする。

【図112】



3D(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ)によるﾊﾟﾀｰﾝﾁｪｯｸのことを、本章ではﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸという。
この章では、半身ﾊﾟｰﾂを使った場合のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ作成について解説する。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙ作成の3段階ﾌﾟﾛｾｽについて

(1)線情報の設定
Pattern Magic Ⅱで作成したﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝ
の半身ﾊﾟｰﾂを縫合設定する。
①縫合線(肩、ﾊﾟﾈﾙ、袖付け、2枚袖、
衿付け、ﾌﾗｯﾌﾟﾎﾟｹｯﾄ付けなど)
②ﾀﾞｰﾂ(前ｳｴｽﾄﾀﾞｰﾂ)
➂いせ込み(肩線、外袖接ぎ線)
④伸ばし(外袖接ぎ線)
⑤ﾗﾍﾟﾙ返り線と上襟腰線など

(2)配置の設定
①重ね順設定
②配置方法など

(3)PMﾌﾟﾘﾌｫｰﾑの設定
①固定基準線
②固定基準点
➂軸固定
④線固定
⑤腕下ろす
ﾀｲﾌﾟB選択
⑥引っ張り
⑦素材厚さ
⑧ﾊﾟｰﾂﾐﾗｰ設定
⑨保存と復元
など

14

外袖ﾊﾟｰﾂ配置の例



【図121】㋑Shiftｷｰを押しながら、身頃のﾌﾗｯﾌﾟﾎﾟｹｯﾄ仕上がり線を左回りでｸﾘｯ

ｸ、㋺Enterｷｰを押し、㋩Shiftｷｰを押しながら、ﾌﾗｯﾌﾟﾎﾟｹｯﾄ仕上がり線を左回り

でｸﾘｯｸ、㋥Enterｷｰを押す。

【図121】
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【図130】①配置方法を、手動に入れ替え、②右側面をｸﾘｯｸ、外袖中心線をｸﾘｯｸ、

ﾊﾟｰﾂがﾏｳｽﾎﾟｲﾝﾀに付いて来るので、➂ﾎﾞﾃﾞｨの腕に外袖ﾊﾟｰﾂ中心線と袖幅線を合

わせてｸﾘｯｸし配置する、④外袖が配置される、⑤ﾛｹｰﾀをﾄﾞﾗｯｸﾞして、内袖を配

置する図の位置に回転し内袖ﾊﾟｰﾂの袖下線をｸﾘｯｸ、⑥腕に内袖ﾊﾟｰﾂの袖下線と

袖幅線を合わせてｸﾘｯｸし配置する。

【図130】
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【図145】①Defaultをｸﾘｯｸ、生地設定の追加ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸ、②NO.1 生地1が追加

されるので生地物性ﾊﾞｰを右側へｽﾗｲﾄﾞし厚さ20に設定し、➂Shiftｷｰを押しながら

全ﾊﾟｰﾂをｸﾘｯｸ、選択する、④設定ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸする。⑤生地厚さが、生地1の20に代

わる。⑥外袖ﾊﾟｰﾂは生地0のまま、OKを押す。

【図145】
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【図151】①完成した半身ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙを各方向からﾁｪｯｸする。②ﾐﾗｰにﾁｪｯｸを入れ、

全身ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾜﾙﾁｪｯｸする。

【図151】
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